
第 33 回産研技術室-第 27 回蛋白研技術部 

合同技術報告会(2020) 
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■特別講演  

13：40－14：10 産業科学 AI センター長 櫻井 保志 教授  

  

「ビッグデータのためのリアルタイム AI 技術」  

  

近年の IoT デバイスの急速な普及に伴い、それらのデバイスから多様かつ大量のデ

ータが生成され続けている。増え続けるビッグデータを高速に学習、解析する AI 技

術は非常に重要になっている。本講演では、非線形テンソル解析、データストリー

ム予測、リアルタイム要因分析の研究成果を統合して開発したリアルタイム AI 技術

を紹介するとともに、技術の実用化と社会実装に関する取り組みについて述べる。 

 

 

 

■技術報告  

14：10－14：30 産研技術室 計測班 技術専門職員 山中 卓也  

  

「産業科学 AI センターでの業務について」  

  

2020 年 6 月より産研技術職員として赴任いたしました。産業科学 AI センターに派遣

され、駆け出しAIエンジニアとして業務を行っております。現在のAIセンターでの

業務について紹介させていただくとともに、今回は自己紹介を兼ねて, これまで会

社員・技術職員としての経験についてもお話させていただきたいと思います。 

  

 

   

■技術報告  

14：30－14：50 産研技術室 工作班装置開発係 岡田 宥平  

  

「量子ビーム科学研究施設の緊急時対応訓練」 

  

令和元年 9月 1日に「放射性同位元素等の規制関する法律」が施行されたことによ

り、量子ビーム科学研究施設では年に 1回緊急時対応訓練を実施している。本訓練

は RI 施設特有の措置や連絡体制について行っているが、一般的な事業所にも役立つ

点があり、より実践的な訓練だと感じる。本発表では昨年度と今年度の訓練と評

価・反省点について紹介し、一般的な事業所への適応方法を提案する。  

  

 

 

 

 

 



 ■技術報告  

15：05－15：25 産研技術室 計測班 機器分析係 嵩原 綱吉 

 

「結晶スポンジ法による分子構造解析」 

  

化合物の立体構造は、結晶一粒あれば X線を利用して解明することができるが、そ

もそも結晶を作ることは時に困難である。この課題に対して、東大の藤田研は結晶

化を必要としない結晶スポンジ法を開発した。本手法は、スポンジ様の結晶を用意

しておき、そこに目的の化合物を吸収、配列させることで、X線による構造解析を

可能にした。今回、研究支援のための新たな技術獲得として、結晶スポンジ法に取

り組んだ結果を報告する。 

 

 

 

■技術報告  

15：25－15：45 蛋白研技術部 技術専門職員 山下 鈴子  

  

「PDBj (日本蛋白質構造データバンク）における Data Out の運営について」 

  

蛋白質研究所と JST-NBDC による支援を受けて、国際蛋白質構造データバンク

(wwPDB)の一員として、国際的に統一された生体高分子の立体構造データベース

「PDB」を運営している PDBj は、今年 7月で設立 20 周年を迎えました。2000 年当

時は、約 12000 件ほどの公開数でしたが、現在は 17 万件以上の構造を公開してい

ます。本講演では、PDBj の活動のうち、主に、この膨大な構造データを扱う Data 

Out の運営について述べる。 

 

  

 

■技術報告  

15：45－16：05 産研技術室 工作班 榊原 昇一  

  

「python による機械学習を fortran 世代がやってみた」  

  

産研では昨年度 AI センターが発足し、全職員に向けた勉強会が開かれるなど AI の

概念に触れる機会が設けられました。その中で化学合成の条件出しをベイズ最適化

で行った講演を聴き、自身の仕事にも活かすべく導入を行いました。本講演では燃

焼法による元素分析の条件出しをベイズ最適化によって行った結果を中心に報告す

る予定です。 

  

 

 



 

■ユーザーズ・レポート  

16：05－16：35   

界面量子科学研究分野 小山 知弘 准教授  

  

「微細加工によるスピントロニクスデバイスの研究」  

  

微小磁石の特性を用いるスピントロニクスデバイスの開発には、フォトリソグラフ

ィーなどの微細加工技術が必須である。講演では、我々が最近行っている光とスピ

ンを組み合わせた磁化制御に関する研究の一端を紹介する。我々は昨年度から産研

にて研究を開始し、プロセスに必要なフォトマスクや計測用治具の作製において技

術室に大変お世話になっており、それについても紹介したい。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 産業科学研究所技術室  

 榊原 昇一（内線 8433） shouichi@sanken.osaka-u.ac.jp  

  

 


